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令和３年本別町議会第１回臨時会会議録 

令和３年１月２６日（火曜日） 午前１０時００分開会 

──────────────────────────────────────────── 

○議事日程 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２  会期決定の件 

日程第 ３  諸般の報告 

日程第 ４ 議案第 １号 令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０回）について

日程第 ５ 議案第 ２号 令和２年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１０回）について 

日程第 ６ 議案第 ３号 令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

１１回）について 

日程第 ７ 同意第 １号 固定資産評価員選任について同意を求める件 

──────────────────────────────────────────── 

○会議に付した事件 
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日程第 ３  諸般の報告 

日程第 ４ 議案第 １号 令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０回）について

日程第 ５ 議案第 ２号 令和２年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１０回）について 

日程第 ６ 議案第 ３号 令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

１１回）について 

日程第 ７ 同意第 １号 固定資産評価員選任について同意を求める件 

──────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１２名） 

議 長 １２番 高 橋 利 勝 副議長 １１番 藤 田 直 美 
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 ７番 山 西 二三夫  ８番 黒 山 久 男 

 ９番 方 川 一 郎  １０番 阿 保 静 夫 

──────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 
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開会宣告（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（高橋利勝） ただいまから、令和３年第１回本別町議会臨時会を開会します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（高橋利勝） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（高橋利勝） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、阿保静夫議員、方川一郎議員

及び石山憲司議員を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（高橋利勝） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日間に決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（高橋利勝） 日程第３ 諸般の報告を行ないます。 

 報告第１号専決処分報告、令和２年度本別町一般会計補正予算（第１９回）について、

報告を求めます。 

村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 報告第１号専決処分報告、令和２年度本別町一般会計補正予算

（第１９回）について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので同条

第２項の規定により報告いたします。 

予算書の１ページをお開き下さい。 

歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２０万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８０億３,２９５万４,０００円とする内容であります。 

 ３ページ、４ページをお開き下さい。 

１、歳入でありますが、１７款１項１目寄付金、４節教育費寄付金２０万円の増額補正

は、図書購入費として、本別町○○○○にお住まいの○○○様からの指定寄付金でござい
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ます。 

次の２、歳出でありますが、１０款教育費、４項社会教育費、３目図書館費、１７節備

品購入費２０万円の増額補正は、寄付者の意向により図書館館内図書を購入するものであ

ります。 

以上、簡単でありますが、専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） これで報告済みとします。 

次に、報告第２号専決処分報告、令和２年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算

（第９回）について、報告を求めます。 

 前佛老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（前佛清治） 報告第２号令和２年度本別町介護サービス事業特別会計

補正予算（第９回）につきまして、地方自治法第１８０条第１項の規定により、専決処分

をいたしましたので、同条第２項の規定により報告いたします。 

予算書の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３億９,１９１万７,０００円とするものであります。 

 それでは事項別明細書により御説明させていただきます。 

３ページ、４ページをお開き願います。 

上段の歳入でありますが、３款１項１目寄付金、１節指定寄付金２０万円の増額補正は、

匿名のお二人の方から２０万円の寄付をいただいてございます。 

下段の歳出でありますが、１款介護サービス事業費、１項１目施設介護サービス事業費

のうち寄付者の意向によりまして、１０節需用費、消耗品費、施設管理用といたしまして、

居室用掛時計１４個の購入８万５,０００円及び１７節備品購入費、施設等備品といたしま

して、電気タオル蒸し器２台の購入４万９,０００円、掃除機３台の購入６万６,０００円に

充てるものであります。 

以上、専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（高橋利勝） これで報告済みとします。 

 次に、報告第３号専決処分報告、令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第１０回）について、報告を求めます。 

藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸） 報告第３号専決処分報告、令和２年度本別町国民健康保険病

院事業会計補正予算（第１０回）について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専

決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により報告いたします。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 補正の内容は、第２条資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもので、収入

では、第１款資本的収入、第７項寄付金を５万円増額補正し、資本的収入の総額を１億１,
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７５０万５,０００円とするものであります。 

内容は、本別町○○○○○○○、○○○様からの５万円の寄付を受け入れたものでござ

います。 

 支出では、第１款資本的支出、第３項投資を５万円増額補正し、資本的支出の総額は１

億５,８７４万６,０００円となりますが、寄付者の意向により医療施設等整備基金に積み立

てることといたしました。 

 ２ページ以降の補正予算実施計画及び補正予算説明書につきましては省略させていただ

きます。 

 以上、専決処分報告といたします。 

○議長（高橋利勝） これで報告済みとします。 

次に、監査委員から令和２年１１月分に関する例月出納検査結果報告書の提出がありま

した。 

 その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第１号 

○議長（高橋利勝） 日程第４ 議案第１号令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０

回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） 議案第１号令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０回）に

ついて、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、役場庁舎塔屋外壁補修、国による新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金事業の追加が主なものであります。 

 予算書の１ページをお開き下さい。 

歳入歳出予算補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８,８００万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ８１億２,０９５万４,０００円とする内容であります。 

それでは、歳出から事項別明細書により、主なものについて御説明いたします。 

８ページ、９ページをお開きください。 

２、歳出ですが、はじめに１款１項１目議会費、１節報酬１２２万４,０００円の減、３

節職員手当等５１万４,０００円の減及び２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、

２節給料６８万１,０００円の減、３節職員手当等２８万３,０００円の減額補正は、５月臨

時会で議決されました条例に基づき、令和２年６月から令和３年３月までの報酬及び給料

月額を５％削減による調整を行なうものであります。 

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１０節需用費、修繕料庁舎等３２０万

７,０００円の増額補正は、役場庁舎塔屋外壁補修３０１万円、非接触式体温検知器設置の
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ための電源工事１９万７,０００円を追加するものであります。 

その下、１４節工事請負費、消防署換気設備等改修工事２７７万２,０００円の増額補正

は、事務室の網戸取り付け、換気扇設置、手洗い、清掃用の流し台等を設置するものであ

ります。 

その下、１７節備品購入費、新型コロナ感染症対策用備品、非接触式体温検知器４８万

４,０００円の増額補正は、非接触式の体表温度検知器を役場庁舎、消防庁舎玄関の計４ヶ

所に設置するものであります。 

２段下にあります、８目企画費、１０節需用費、各種事業用消耗品費７万１,０００円、

１１節役務費、郵便料１万５,０００円、１２節委託料、高齢者等買い物支援事業１５５万

１,０００円の増額補正は、新型コロナウイルス感染症の影響が心配される中、高齢者等が

安心して買い物ができる交通環境の充実と、経済的にダメージを受けているハイヤー事業

者の経営の安定化を目的に、２月から３月まで、最大８回分のチケットを交付し、乗車時

における一定負担額を超える部分に関し運行を委託するものであります。 

下段の２項徴税費、２目賦課徴収費、１０節需用費、一般事務用消耗品費１６万５,００

０円から１０ページ、１１ページの１７節備品購入費１１１万２,０００円まで合計２５７

万６,０００円の増額補正は、三密状態を避けるため、確定申告、町道民税申告受付会場を

役場庁舎から本別町体育館１階研修室に移すためのパソコン等の購入、非常用電源設備の

設置等を行うものであります。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。２段目にございます３款民生費、１項社会

福祉費、１目社会福祉総務費、１８節負担金補助及び交付金、福祉・医療施設等感染予防

対策支援交付金７２０万円の増額補正は、町内の福祉・医療施設等の感染予防対策推進及

び事業継続のため、１事業所あたり３０万円を交付するものであります。 

 下段の２項老人福祉費、２目介護保険費、２７節繰出金中、居宅介護支援事業２１６万

５,０００円の増額補正は、コロナ禍における訪問事業強化のため、訪問用車両１台の購入

経費を繰出すものであります。 

 次の３目高齢者福祉施設費、１４節工事請負費、総合ケアセンター施設改修工事７５万

９,０００円の増額補正は、総合ケアセンターに換気設備を設置するもので、その下の１７

節備品購入費中、加湿器３１９万円の増額補正は、総合ケアセンターの１階及び２階に設

置する加湿器５台を購入するものであります。 

非接触式体温検知器２４万２,０００円の増額補正は、非接触式の体表温度検知器を総合

ケアセンター正面の来客用入口及びふれあい交流館入口に設置するものであります。 

下段の３項児童福祉費、２目児童福祉施設費、１４節工事請負費、学童保育所施設改修

工事５５万円の減額補正は、本別学童保育所改修工事の完了による調整であります。 

１２ページ、１３ページをお開きください。 

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、１２節委託料、電算業務委託料、

システム修正２５万３,０００円の増額補正は、新型コロナウイルスワクチン接種準備のた
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め、健康管理システムを改修するものであります。 

その下の１７節備品購入費、非接触式体温検知器１２万１,０００円の増額補正は、非接

触式の体表温度検知器を健康管理センター入り口に設置するものであります。 

その下、１８節負担金補助及び交付金、感染症検査自己負担助成事業補助金１０万円の

増額補正は、新型コロナウイルス感染症に係る行政検査を受けられた方が自己負担する技

術料を助成するものであります。 

次の２目母子保健費、１８節負担金補助及び交付金、新生児臨時給付金３４０万円の増

額補正は、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言下や、新しい生活様式が普及していく

状況下で生まれた新生児を抱える世帯の経済的負担を軽減するため、国の特別定額給付金

の基準日４月２７日の翌日以降に生まれた新生児に対して給付金を給付するものでありま

す。 

次の３目予防費、１０節需用費４０万７,０００円の増額、１１節役務費３７万円の増額

補正は、新型コロナウイルスワクチン接種に向けた案内、接種券用のシール等を準備する

ものであります。 

下段の４項病院費、１目病院公営企業費、１８節負担金補助及び交付金中、建設改良費

負担金５５０万９,０００円の増額補正は、病棟ナースコール用見守りカメラ等の購入経費

を負担するものであります。 

その下の補助金中、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金９８６万７,００

０円の増額補正は、外来救急処置室の改修に要する経費を補助するものであります。 

下段の７款１項商工費、２目商工業振興費、１８節負担金補助及び交付金中、地域経済

持続化支援、感染症予防設備導入支援事業５８０万円の増額補正は、消費経済の根幹を支

える住民及び中小事業者双方の不安感を少しでも払拭できるよう、感染症予防のための飛

まつ防止用遮蔽版及び換気型空調機器設置のための費用、感染症予防に資する資材購入の

ための費用を助成するものであります。 

１４ページ、１５ページをお開きください。 

上段の地域経済持続化支援年末年始臨時特別支援事業１,０５８万１,０００円の増額補

正は、年末年始の消費繁忙期において、コロナ禍の影響により著しく売上額が減少した飲

食店等を営む中小事業者に対し、その売上減少割合の区分により補助金を交付し、事業所

の維持と雇用の確保を図るものであります。 

次の３目観光費、１０節需用費、消耗品費、イベント用３２７万７,０００円の増額補正

は、イベント開催の際の感染予防対策資機材を購入するものであります。 

その下の１７節備品購入費中、一番下にあります非接触式体温検知器１２万１,０００円

の増額補正は、非接触式の体表温度検知器を義経の舘入り口に設置するものであります。 

下段の８款土木費、４項都市計画費、２目公園費、１０節需用費３万４,０００円の増額、

１３節使用料及び賃借料４２万円の増額、１５節原材料費３８４万９,０００円の増額補正

は、本別公園つつじ橋の感染予防対策を講ずるための経費を計上するものであります。 
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 下段の９款１項消防費、１目常備消防費、１８節負担金補助及び交付金、とかち広域消

防事務組合、本別分３３９万９,０００円の増額補正は、本別消防署の救急隊員の二次感染

を防ぎながら、病院へ搬送するまでの間、一時的に隔離するための感染症対策の搬送用具

を２組購入するものであります。 

次の３目消防施設費、１７節備品購入費、空気清浄機７９万２,０００円の増額補正は、

加湿機能付き空気清浄機を本別消防署に４台、本別消防団講堂に１台、勇足及び仙美里詰

所にそれぞれ１台を設置するものであります。 

１６ページ、１７ページをお開きください。 

 １０款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、１４節工事請負費、小学校エアコン設

置工事３８８万３,０００円の増額補正は、町内各小学校の保健室に換気機能付きエアコン

１基を設置するものであります。 

その下、１７節備品購入費、学校管理用備品は、ＧＩＧＡスクールと連動して各教室に

５０型テレビモニターを設置するもので、本別中央小学校１０台、勇足小学校１０台、仙

美里小学校２台となっております。 

 新型コロナ感染症対策用備品、空気清浄機４６３万４,０００円の増額補正は、各小学校

の普通学級・特別支援学級教室に加湿機能付き空気清浄機を設置するもので、本別中央小

学校１１台、勇足小学校９台、仙美里小学校７台となっております。 

 下段の３項中学校費、１目学校管理費、１４節工事請負費、中学校エアコン設置工事 ２

３７万６,０００円の増額補正は、町内各中学校の保健室に換気機能付きエアコン１基を設

置するものであります。 

 その下の１７節備品購入費、学校管理用備品は、ＧＩＧＡスクールと連動して各教室に

５０型テレビモニターを設置するもので、本別中学校９台、勇足中学校５台となっており

ます。 

 新型コロナ感染症対策用備品、空気清浄機２７４万６,０００円の増額補正は、各中学校

の普通学級・特別支援学級教室に加湿機能付き空気清浄機を設置するもので、本別中学校

１０台、勇足中学校６台となっております。 

 下段の４項社会教育費、２目公民館費、１０節需用費中、施設修繕料５７万２,０００円

の増額補正は、トイレ手洗い場の水栓金具を自動水栓に交換するもので、中央公民館４カ

所、勇足地区公民館２カ所、仙美里地区公民館２カ所、美里別地区公民館２カ所となって

おります。 

 １８ページ、１９ページをお開きください。 

 ３目図書館費、１２節委託料、オンライン蔵書検索システム導入５３万８,０００円の増

額補正は、図書館システムにオンライン蔵書検索システムを追加することにより利便性の

向上を図り、滞在時間短縮によって新型コロナウイルス感染リスクを低減させるものであ

ります。 

 その下、１４節工事請負費、図書館施設改修工事３８２万８,０００円の増額補正は、図
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書館入り口に自動ドアを設置するものであります。 

 その下、１７節備品購入費、図書除菌機１０３万７,０００円の増額補正は、安心して図

書館の本を利用してもらえるよう貸出、返却図書の衛生管理を図るため図書除菌機１台を

購入するものであります。 

 下段の５項保健体育費、１目保健体育総務費、１０節需用費、施設修繕料４６万３,００

０円の増額補正は、体育館トイレ等の自動水栓化８カ所３１万７,０００円、非接触式体温

検知器設置のための電源工事１４万６,０００円を追加するものであります。 

 その下、１７節備品購入費、空気清浄機３８万３,０００円の増額補正は、体育館に加湿

機能付き空気清浄機４台を設置、非接触式体温検知器３６万３,０００円の増額補正は、非

接触式の体表温度検知器３台を設置するものであります。 

 次の２目スポーツ振興費、１０節需用費、スポーツ施設修繕料８４万１,０００円の増額

補正は、スポーツ施設トイレ等の自動水栓化として体力増進センター１カ所、柔剣道場４

カ所、多目的アリーナ７カ所、町民水泳プール６カ所の改修費６８万９,０００円、非接触

式体温検知器設置のための電源工事１８万９,０００円を追加するものであります。 

 その下の１７節備品購入費、空気清浄機５８万５,０００円の増額補正は、スポーツ施設

に加湿機能付き空気清浄機４台を設置、非接触式体温検知器４８万４,０００円の増額補正

は、非接触式の体表温度検知器４台を設置するものであります。 

以上で歳出を終わりまして、６ページ、７ページをお開きください。 

１、歳入ですが、１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総

務費補助金１億１,３１３万１,０００円の増額補正は、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金事業の追加に伴う調整であります。 

 次の３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金１０３万円の増額補正は、歳出で説

明いたしました新型コロナウイルスワクチン接種準備のための健康管理システムの改修及

び案内、接種券用のシール等を準備する経費に対する補助で、補助率は１０分の１０であ

ります。 

 次の５目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金１０７万７,０００円の増額補正及びそ

の下、２節中学校費補助金３９万２,０００円の減額補正は、ＧＩＧＡスクール構想による

児童・生徒用タブレット整備事業の交付額確定による調整であります。 

下段の１８款繰入金、２項基金繰入金、１目１節財政調整基金２,５３４万６,０００円の

減額補正は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増額に伴い、交付金事

業の一般財源を振り替えるものであります。 

以上で歳入を終わらせていただき、４ページをお開きください。 

第２表、繰越明許費でございます。 

９款消防費、１項消防費、加湿空気清浄機購入事業７９万２,０００円、１０款教育費、

２項小学校費、保健室エアコン設置事業、本別中央、勇足、仙美里３８８万３,０００円、

加湿空気清浄機購入事業、本別中央、勇足、仙美里４６３万４,０００円、３項中学校費、
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保健室エアコン設置事業、本別、勇足２３７万６,０００円、加湿空気清浄機購入事業、本

別、勇足２７４万６,０００円、４項社会教育費、公民館トイレ手洗い自動水栓化改修事業 

５７万２,０００円、５項保健体育費、屋外体育施設トイレ等手洗い自動水栓化改修事業１

００万６,０００円、屋内体育施設加湿空気清浄機購入事業９６万８,０００円は、年度内で

は実施期間の確保ができないため、翌年度に繰り越すものであります。 

５ページの第３表、地方債補正でありますが、１、変更。これは、病院施設設備改修事

業費の確定に伴い限度額を変更するものです。 

起債の目的。過疎対策事業債、限度額３億１,６７０万円を３億１,５２０万円に変更する

ものであり、起債の方法、利率、償還の方法は変更ございません。 

以上、令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０回）の提案説明に変えさせていただ

きます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は、歳入歳出、地方債補正等一括とします。 

 質疑ございませんか。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） それでは８ページ、９ページ、歳出からお伺いをいたします。 

 まず２款の総務費、１目の一般管理費うち、１７節備品購入費がございます。こちらの

非接触式の体温検知器ということでの、いわゆるモニターに表示されるようなもの、接触

型のものでもモニターに接触されるようなものだと理解をしてございますが、こちらにつ

きまして、例えば運用方法等にまで考えられた上での御提案なのかというようなお伺いで

ございます。具体的に申しますと、例えばそこで体温が高い方が来庁された際には、どの

ような対応をされるのかとか、その辺まで含めた上での御提案なのかについて、お伺いを

いたします。 

 続きまして、８目企画費、１２節委託料、業務委託料ということで高齢者等買い物支援

事業の計上がございますが、こちら御説明の中でもございましたとおり、ハイヤー事業者

の経営の安定というところと、高齢者等が安心して買い物ができる交通環境の充実という

ところが目的とされているというふうに理解してございますが、こちらの最大で８回分の

利用が可能だという御説明があったところでございますが、その１回っていう認識でござ

いますけども往路復路含めて１回なのか、往路１回復路１回なのか、それとも例えばそこ

で往路復路、途中で待機させたものについては１回というような扱いなのか、その辺につ

いてどのような御見解のもとの御提案なのかについて、お伺いをいたします。 

 また、この提案でございますが、新たなこの事業というところで、すでに本町において

その実施されております既存事業、いわゆる高齢者の足を支えるというような事業との相

乗効果を狙えるというようなものが、何かお考えの上での御提案なのかについてお伺いを

いたします。その町内に住み続けられる、高齢者の方々が安心して住み続けられる、買い

物をできるというようなもの、すでにある事業等と合わせて相乗効果があるのかというこ



- 11 - 
 

とのお伺いでございます。 

 続きまして１０ページ、１１ページでございます。 

 ３款民生費、１目社会福祉総務費、負担金補助及び交付金でございます。 

 補助金で福祉医療施設等感染予防対策支援交付金というところで７２０万円の計上がご

ざいます。こちら内容といたしましては、町内における地域医療を支えていただいている

町内医療機関、また歯科５件を始め、福祉施設等に対しての感染予防や事業継続のために

資する事業だというふうに理解しているところでございますが、これら提案に至るにあた

って、対象となる町内の事業所２４というところでございますが、こちらについての協議

や意見聴取等がなされた上での御提案なのか。また、今後もそれがなされていたのかどう

かというところ、御答弁いただいた上になりますが、今後改めてそういったところを深め

ていく、議論を深めていって、そういった方々の事業継続とか感染予防対策に資するため

にさらに効果的にしていくというお考えのもとでの御提案なのかについて、お伺いをいた

します。 

 続きまして１２ページから１５ページでございます。 

 １５ページのうち、地域経済持続化支援、年末年始臨時特別支援事業というところで１,

０５８万１,０００円の計上がございます。御説明の中では、飲食店というところでござい

ましたが、こちら飲食店のみの御提案とされた理由等があれば、また具体的に申しますと、

例えば小売店等、こういったものが含まれていないのかどうかというところのお伺いでご

ざいます。 

 含まれていないのであれば、飲食店のみとされた理由についてお伺いをいたします。 

 戻りまして、歳入でございますが６ページ、７ページでございます。 

 １８款繰入金、１目財政調整基金繰入金でございますが、こちら繰り入れ後の残高がい

くらになるということでの御提案なのか、お伺いをいたします。以上でございます。 

○議長（高橋利勝） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） それでは、私のほうから１点目の体温検知器の関係と歳入の財

政調整基金の関係、答弁をいたします。 

 まずは御質問にありました、体温検知器の運用方法という部分でございますけども、今

回購入予定をしておりますものでございますが、設定温度、例えば３７．５度以上の方が

画面上で体温を測定した場合、通常ですと、以下の場合ですとグリーン表示になりますが、

設定温度以上の方は赤く表示をされ、そしてアラートが鳴るという仕組みでございます。

その体温を高い方がいた場合の対応なのでございますけども、今回役場庁舎を始め、様々

な施設に設置を予定しておりますが、庁舎の場合ですと例えばそばに職員がいて、一人一

人確認するというのはなかなか難しい状況でもありますので、そういった場合は例えば近

くの職員にお声をかけてくださいですとか、そういった注意喚起ということになるのかと

思います。 

 ただ、ほかの公共施設の場合は近くに職員がおりますので、そういった表示やアラート
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が鳴った場合については直接お声をかけさせていただいて、健康状態の確認と言いますか、

体温の確認をさせていただいて、そこでいろいろお話をさせていただいての対応になるか

と思います。 

 ですから、公民館ですとか体育館の場合ですと、例えば集会や研修会、そういった場合

にも活用いたしますので、そういった場合については入場を御遠慮いただく場合もあるの

かなというふうには考えております。 

 そしてもう１点、歳入のほうでございますが、財政調整基金の補正後の残高でございま

すが、金額ですが６億９,５１６万１,０００円となる見込みでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 私のほうからは企画費の委託料の関係等のお答えさせてい

ただきます。 

 まず初めにありました、８回分のチケットのカウントの方法でございますけども、基本

的には１乗車、１チケットということになります。したがいまして、往復で使う場合につ

いては２回のチケットの消費ということで計上しているところでございます。 

 また、すでにある事業との相乗効果等の考え方でございますけども、基本的には今回梅

村議員の質問にもありましたとおり、今回初めての取り組みということの中で、一つには

この事業も効果としては総合計画のアンケート等にありましたとおり、それぞれ買い物、

あるいは交通手段の関係について自由意見等がございまして、そういったものに少しこう

いったところを社会実験的に対応していくと、その中で町民の皆様の声にありました、安

心して暮らせる、あるいは将来も安心して暮らせるためにはというところの公共交通の充

実ですとか、それから循環バス等ではカバーできていない土曜、日曜の運行といったとこ

ろの部分、そういったものが町民の皆様の声に答えるというところでの効果、また今後そ

ういった他の交通事業との整合性やなんかについても今回のものについて、検証の機会に

なり得るのかなというふうに考えているところでございます。 

 それから２点目の商工費の年末年始の支援事業の考え方でございますけども、飲食店と

いうことでございますが、これについては日本産業標準分類の飲食店というところの分類

とさせていただいておりまして、飲食店あるいは持ち帰り、配達飲食サービス業を営む方

を対象としているところでございます。こうしたものにした理由でございますけども、こ

の間、商工会、事務局等ともいろいろと打ち合わせを重ねる中で３つの理由として整理し

てございます。 

１つ目には、飲食業に対しては国ですとか道ですとか、いろいろな意味での今感染予防

対策で、例えば会食の時でもマスク着用であったり、４人以下であったり、あるいは２時

間以内であったりだとかそういったようなことで、そういった制限を一定こう加えられて

いる事業ということになろうかと思います。 

 また、２つ目には御承知のとおり、こういった自粛のムードの中で忘年会ですとか新年

会、そういった宴会等がこの間ずっと実質的になく、また企業や団体によっては個人的な
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会食も禁じているというような実態が伺えていること。 

３つ目といたしまして、これまで消費者支援対策、あるいは経済対策としてプレミアム

商品券、あるいは子育て応援商品券、あるいはポイント還元等の経済政策のほう継続して

まいりましたけども、こういった経済政策の部分についてはやはり先ほど、今１つ目、２

つ目の利用を申し上げましたけども、会食、あるいは宴会等やなんかでそういった経済支

援施策が飲食店のほうにはなかなか行き届かない、そういった事例等を考えまして、以上

３点についての結果を踏まえまして、今回そういった考えに至ったというところでござい

ます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 私のほうからは１０ページ、１１ページにございます、福

祉医療施設等感染予防対策支援交付金の部分についてお答えをさせていただきます。 

 まず初めの御質問であります、事業所との協議がされていたのかというところでござい

ますけども、今回計上しております２４事業者全てと協議をしたということではございま

せんけれども、日々のやり取りの中でいろいろな資機材が足りていますかとか状況どうで

すかというようなことをお聴き取りをさせていただいた中で、こういうものが不足して来

ているですとか、あるいは国からきている交付金の中で各事業所対応している中で、すで

にもうそれだけでは足りなくて、自分のところで独自に出しましたというようないろいろ

な状況をお聞きした中で、長期化する中で感染予防対策を継続していっていただかなけれ

ばならないということで、今回計上をさせていただいております。 

 そして、２点目の今後に向けて、また改めて議論を深めていくというところはどうなの

かというところでございますけども、今回は特別このことに使ってくださいという使用目

的を明確にしてではなく、事業所の中で不足していたり、必要な物を対応してくださいと

いうことで使っていただこうというふうに考えておりますけれども、今後の部分としてや

はり町内事業所、医療機関が感染対策をずっと続けていく中で一同に集まれないですとか、

行き来をなるべく、例えば医療機関への出入りもたくさんの方が打ち合わせに行くだとか

ということが、もしかしたら難しいこともあるのかもしれないというところでは、町内事

業所、医療機関としてのネットワークみたいなものを作っていくということがどうなのか

ですとか、少しテーマを持って感染予防対策、町内としてやっていけることについて今後

協議をする必要があるかというふうには考えております。以上です。 

○議長（高橋利勝） 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） 改めてのお伺いでございます。 

 ８ページ、９ページ、２款総務費、一般管理費、１７節備品購入費、新型コロナ感染症

対策用備品というところで非接触式体温検知器、御答弁いただいたところでございますが、

御答弁からですが、ではそれら庁舎を来庁される方々、アラート等が表示された際には注

意喚起を行なって、その体温の高い方から役場職員の方に近くの方にお声がけをいただく

というような運用を想定されているという理解でよろしいのかというところでございます
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が、当然のことながら庁舎入口３カ所ですかね、ありますし、当然各出入口で近い課があ

りますので、想定される声掛けをされるであろう職員さんとか御答弁の中でありましたが、

その他町の管理する、その他の施設等においても設置されるということで、それら全体に

マニュアルと言いますか、研修と言いますか、そういったところは施す、またそのアラー

ト表示される方は体温が高いというところで、当然新型コロナウイルスへの感染とか陽性

となるようなことも懸念されるわけですから、それらの職員さんの対策と言いますか、感

染予防防止のための対策というものも十分施すということも想定されているという理解で

よろしいでしょうか、というのがまず１点でございます。 

 続きまして、８目企画費の業務委託料でございますが、こちらにつきましては１乗車１

回ということでございますので、では往路復路利用することが想定されており、例えば時

間の制限があるのかどうかわかりませんけども、一度の利用ということで待機をさせると

いうことであれば１回乗車ということの理解、料金の支払いが１回ということであれば１

回の利用という理解でよろしいのかという確認が１点でございます。 

 また、御答弁の中から、既存事業の中での相乗効果というところで、この事業自体は初

の試みということでございますし、御答弁の中から出てきたのは循環バスの運行というと

ころがございまして、町民の足に資するという事業としては循環バスの運行と、初の試み

である、いわゆるハイヤーの利用の補助と言いますか、ここの部分となるという理解でよ

ろしいのか。換言すればその他の事業、循環バスの運行以外については町民の高齢者等の

移動手段、交通手段を資する事業というのはないと、その他はないよという理解でよろし

いのかという確認でございます。 

 また、御答弁の中からこれを一つの社会実験的にということでございましたので、２月、

３月の事業終了後はその結果等をもとに新たなそういった対策等も検討されるようなお考

えの上での御提案という理解でよろしいのかということでございます。 

 続きまして１０ページ、１１ページでございます。 

 ３款民生費、１８節負担金補助及び交付金、補助金でございますが、こちらの対象とな

る２４事業者全てではないが日々のやり取り等をもとにということでございました。こち

ら２４事業中、日々のやり取り等反映させた事業者というのは、ちなみに何件くらいあら

れるのか、お伺いをいたします。 

 続きまして１２ページから１５ページでございます。 

 ７款の商工費、１５ページにございます。地域経済持続化支援年末年始臨時特別支援事

業というところで、対象を飲食業のみにした理由ということで３点あげられてございまし

た。当然理解できる部分もございますし、そのとおりだなというふうに感じるところでも

ございますが、これ飲食業のみならず、例えば小売業におきましても年末年始、本来であ

れば買い出し等に出られて売り上げが上がるような事業所もある中で、それらについても

当然やはり困られている事業者というのは町内にいらっしゃるのかなと私自身思うところ

でございますが、その飲食店の方々への支援というのは必要だと私自身は考えてございま
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す。それに合わせて、その小売業等を対象にしなかったという部分について、飲食店に変

わって小売業をということを私お伺いしているのではなくて、その小売業等を対象としな

かった部分についての理由というか、お考えについて改めてお伺いをいたします。以上で

す。 

○議長（高橋利勝） 残り１０分になりますので答弁のほうも簡潔にお願いします。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸） １点目の御質問の関係でございますけども、議員おっしゃると

おり、対応等含めてしっかりやれるように関係部局と協議してまいりたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） お答えいたします。 

 回数の関係でございますけども、梅村委員御質問のお見込みのとおり、待機させた場合

についても、もしそれが料金発生しているとしましたら、それは１チケット消費すると言

いますか、基本的には待たせたらそのまま継続だと思いますけども、それは料金膨らむ部

分はそういった部分も対象としているところでございます。 

 それから、他の事業との関連性でございますけども、循環バスに限らずへき地患者輸送

バスですとか町有バスですとか、それは全て町の事業としてやっている部分についても当

然これと合わせた整合性とか、効果についても検証の対象となり得るというふうに考えて

おります。 

 また、今後の事業の関係でございますけども、今回２月、３月にやらさせていただきま

すが、今新年度に向けた施策についても新年度予算編成中でございまして、そういった部

分、今協議検討中でありまして、まだ明確なことは言えませんけども、そういったことも

視野に入っているということで御理解いただきたいと思います。 

 それから、商工事業の支援策でございますけども、今回小売業を対象にしなかった理由

でございますが、基本的には先ほど理由の３つ目にあげましたとおり、小売サービス業に

おきましてはプレミアム商品券ですとか子育て商品券事業等、あるいはポイントキャッシ

ュレス化事業だとか、そういった部分での施策を展開してきているところでございます。

そうしたこともありまして、今回特に急募、厳しいというところに施策の部分を充てたと

いうことでございまして、今後におきましても当然コロナ禍の影響は続くというふうに考

えておりますが、そういった部分また商工会等とも連携取りながら今後の施策の展開、そ

ういったものに参考にさせていただきながら、必要な施策を講じてまいりたいというふう

に考えております。以上です。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） １０ページ、１１ページの交付金の部分でございますが、

どれくらいの事業所とやり取りをしたのかという御質問でございます。 

 回数の多い少ないはあるかと思いますが、大体２０事業所くらいの状況はお聞きしてお

ります。以上です。 
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○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 柏崎議員。 

○２番（柏崎秀行） 何点かお聞きします。 

 まず１点目です。１１ページ、民生費の中の先ほどから質問が出ている福祉医療施設等

感染予防対策支援交付金、こちら議会からの要望の中から採択になったものかなというふ

うに思っています。議会からの要望の中は、福祉施設に２０万円の見舞金ということだと

は思うのですけど、こちらより拡充されて医療施設、薬剤、そして支援金も２０から３０

というふうになった理由をお聞かせください。 

 続きまして、１３ページ、商工費、補助金の中の感染予防設備導入支援事業、こちら５

８０万円の中に、説明の中では２００万円ほど遮蔽版、いわゆるこういったものを買う、

補助するというものがございます。説明資料の中に共通とする対象事業所④新北海道スタ

イルを取り入れということですが、これから取り入れるという意味のこちらの書き方なの

か、それとも今まで取り入れたところを対象にしているのか。というのも、去年の３月、

４月から道のほうでそういうものを新北海道スタイルを取り入れた事業所に補助金出ます

よということで、かなりそういうとこで購入して写真を撮って道に送ったりもしています、

そういった中で今回やっていないとこに補助をするということになると思うのですけど、

やってあるところは自分でやったのだからいいよというようなことになっちゃうのかなと

思うのですけど、そちらのほうの考え方をお聞きします。 

 それと、商工費の中の事業何点かございます。こちら様々な性質が異なるものですけど

も、これいつくらいに始められるのかをお聞きします。以上です。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 私のほうから、まず１点目でございます。 

 １１ページですね、事業所への交付金の数、医療事業者が増えた理由と金額の考え方と

いうところについてのお答えをさせていただきます。 

 今回、議会のほうから御提案いただいた福祉サービスに加えて医療系サービスを加えさ

せていただいたというところですけれども、やはり福祉事業所もそうですけれども、医療

系のサービスにつきましても、やはり感染すると重症化するような方々を対象としている

ということですとか、やはり町内に感染が広がったとしてもいろいろな工夫をしながら業

務は続けていかなければならないというようなリスクを抱えてのサービスを提供している

ところという考え方に立ちまして、福祉に加えて医療系のサービスも加えさせていただき

ました。 

 金額につきましては、正直言ってこういうものの相場というものは特にないのかなとい

うふうに思っているのですけども、議会からの提案でございますとか、あるいは近隣の自

治体の状況もお聞きしたりですとか、実際に事業者からお話を聞いた時に国からいただい

ているもののほかに、これくらい割り増しがかかったというようなお話なんかも受けて町

の予算の範囲の中でということで３０万円という考え方で進めさせていただきました。以
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上です。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） ただいまの御質問でございますが、まず商工費の補助の考

え方でございます。 

 新北海道スタイルの関係でございますけども、これにつきましてはすでに実践されてい

る事業者さん、あるいはまだ十分でない事業者さん含めてこれは対象とさせていただきた

いというふうに考えております。 

 したがいまして、もうすでに実践されておりますが、先ほど言いましたさらに消費者の

方に安心感といいますか、そういったところも含めて対応できればというふうに考えてお

ります。 

 それから２つ目にありました、実施時期でございますけども本日議決お認めいただいた

のち、広報のほうは厳しいのですが、すぐ新聞折り込み等で対応させていただきまして、

補助金等につきましては２月１日からの実施を目指したいというふうに考えているところ

です。以上です。 

○議長（高橋利勝） 柏崎議員。 

○２番（柏崎秀行） 再度１点だけお聞きします。 

 １１ページ、民生費の中の福祉施設医療感染予防対策支援事業ですが、課長のおっしゃ

るとおりだと思っています。金額も見合ったものというのは、なかなかないのかなという

ふうに思います。そういった中で、この福祉医療ということになれば、なぜこども園が入

らないのか、こちらお聞きします。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 先ほどの理由と重なるかもしれませんけれども、やはりこ

の福祉サービス、医療系サービスの方々が対象としているのは、高齢者あるいは障がいの

ある方が中心であって、やはりその方に感染をさせてしまうと重症化のリスクが非常に高

いというようなそういう状況になります。そういう方々を対象にしているということでは、

やはり感染予防対策もかなりしっかりとしていかなければいけないですし、そこに関わっ

ている従業員、職員の皆様もいろいろ精神的な負担も大きいのかなというふうに考えてお

ります。そういう部分もございまして、それと先ほども言いました、例えば感染が拡大し

たからといってサービスを止められないというところもあります。何らかの手段を取りな

がらサービスは継続していかなければならないというような、そういう大変な仕事をされ

ているというようなところから福祉医療の事業者、医療機関というふうにさせていただき

ました。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 水谷議員。 

○１番（水谷令子） １４ページ、１５ページの８款土木費、１５節材料費の中で説明の

ほうにも、つつじ橋感染予防対策事業というふうになっているのですけども、これどうい
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うような対策なのか、想像がつかないのですけれども。 

○議長（高橋利勝） 坪建設水道課長。 

○建設水道課長（坪忠男） お答えいたします。 

 本別公園内にボートのところからイベント広場のほうに行くところに、つつじ橋がござ

いますけれども、幅員が狭くて多くの方があそこいらっしゃるのですけれども、密になり

やすい場所となっております。そこで、そこに高さ１．８メートル程度の透明のフェンス

を設置いたしまして、各方向を往来を一方方向にすることにより飛沫感染等の感染防止を

図るものでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 水谷議員。 

○１番（水谷令子） 確かに工事していました。公園内にはほかにも橋があると思います

が、その１カ所でよろしいという考えなのでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 坪建設水道課長。 

○建設水道課長（坪忠男） お答えいたします。 

 確かに公園からゴーカートのほうに行くもみじ橋という橋もございます。オレンジ色の

橋ですけれども、あの橋につきましては幅員が１．５メートルほどしかないので、真ん中

に仕切りを入れてしまいますと、片側７０センチほどしか幅がなくなってしまいます。そ

うしますと小さなお子様だとか抱いて通るような場合には、かえって危険になるというよ

うなことも想定されますし、元山渓閣のあったところにあります、あそこに羽衣橋という

のもございますけども、あそこは車も通る橋でございますけれども、そのフェンスをいち

いち取ったり外したりということもなかなか状況的には難しいですし、イベントの時でも

あそこに関してはそんなに人だまりができるような状況ではないというふうに判断をして

おります。 

 また、上流のほうに第２キャンプ場ございますけども、あそこにも橋がございます。あ

そこにつきましては、車の往来がメインであって人の往来はまばらと考えております。そ

れでつつじ橋だけフェンスを設置するという考えに至りました。以上です。 

○議長（高橋利勝） ここで、梅村議員の質問に対し、高橋企画振興課長より一部答弁を

訂正したいという申し出がありましたので許可します。 

 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大変申し訳ございません。 

 梅村議員の御質問で、待機についての考え方、御質問受けましたけども基本的には待機

については、例えばお買い物、あるいは病院に行った時にそのまま待機させるということ

はそのまま料金発生しますので、またそれをカウントしないということになると１回ずっ

と行ったまま待機させて、またそのまま帰れば１回なのかということになりますので、基

本的には待機させることについてはそれは御遠慮願うということでの制度運用をしてまい

りたいと思います。 

 つまり、お買い物に行ったら１回そこで下車していただいて、また帰りに改めて乗って
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いただくという運用で考えているところであります。 

○議長（高橋利勝） よろしいですか。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ただ今の御答弁からであると、先ほど待機を含んで、要は１乗車と

して待機をしても構わないというような御答弁でありましたが、それについては遠慮願う

ということでございますよね。であれば、往路復路ということで１回１回分けなければい

けないと、ただこれはいろいろな使い方が想定される中で、例えば医療機関に寄ったあと、

ちょっとコンビニに寄るですとか数分程度スーパーや小売店等で何か少額のものを買うと

か、そういう使い方をされている方というのは多々いらっしゃると私は認識してございま

すが、それらについても不可というような理解でよろしいでしょうか。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） ただ今の御質問でございますけども、その少しというのが

基本的には２分、３分未満くらいでワンメーター上がるような料金体系になっているかと

思いますけども、そういった部分で程度の尺度は結構その辺についてはいろいろな解釈も

出てこようかと思います。確かにおっしゃるとおり、ちょっとコンビニ寄りたいですとか

ちょっと薬局寄りたいだとか、いろいろなケース多々あろうかと思います。その辺につい

ては今、正確にこれいいですよだとか悪いですとかっていうことは言明できませんけども、

せっかく使っていただくことは、そういったケースも考えられますのでその尺度といいま

すか、それについては実際の運用の時に検討させていただきながら、利用者にとっての利

便性というところも十分斟酌しながら対応させていただきたいと思います。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 篠原議員。 

○５番（篠原義彦） ８ページ、９ページの企画費の中です。 

 先ほどから話題になっている委託料でございますけども、前回説明のときに資料をもら

いまして、その中でいろいろと個人負担の分がございます。この算定基準というのは、６

５歳以上ですけども何をもってこの基準負担額を出したのか、お聞きしたいと思います。 

 それと１１ページ、民生費の３款の中で先ほどから福祉医療費の補助等がございますけ

ども、当然こういうとこは患者さんが出入りするとこだから、補助金出す出さないで対策

はやっていると思うのですけども、それが不足ということで更に支援するのかどうかお聞

きしたいと思います。以上２点。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） ただ今の御質問にお答えいたします。 

 自己負担の数字の根拠と考え方でございますけども、自己負担の設定根拠といたしまし

て現在社会福祉協議会で行なっております福祉有償運送サービス事業を参考にさせていた

だきました。片道３キロまで２００円、そして６キロで５００円、１６キロで１,０００円

ということで今、言いました２００円、あるいは６キロで５００円、１６キロで１,０００
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円、これを参考とさせていただいたところでございます。以上です。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） １１ページの福祉医療施設に対する交付金の部分の御質問

にお答えをいたします。 

 まず、不足するから支援するのかというところですけども、このあたりにつきましては

国からの交付金を受けながら各事業所がそれぞれ必要な対策をとってきております。対策

の取り方も現行予算の中で大体収まっているというところもあれば、さらにそれを超えて

しまっているというところもあって、自分のところで持ち出しをしているというところも

何カ所か聞いております。そういうこともありますし、今後その国のほうからどれくらい

のまた、事業者に対してのこういう交付金が出てくるのかというのが、まだ見えていない

状況でございますが、今ちょうど北海道は集中対策期間でもありますし、一層の感染予防

対策を引き続き行なっていっていただかなければならないということもありまして、今回

不足分も全部賄えるかどうかは別としましても、そこに充てていただくためにこの交付金

を考えております。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 大住議員。 

○６番（大住啓一） ９ページの関連の委託費でございます。 

 介護の関係でございますが、今の質問での答弁を聞いておりますと社会福祉協議会の

云々ということで、そこに居住されている方の町からの距離によってのランク付けという

ことになろうかと思います。 

 こういう国難とも言える対策事業の中で、居住しているところが遠いから１,０００円い

ただくのだと、その途中にあるから５００円いただくのだと、もうちょっと血の通ったや

り方というのはないのですか。これは委託費ですから、運送会社というのですかね、そち

らのほうに委託するものですから、あと国の３次でも通常予算でもあとからどうにでもな

ることなのですよね。増額すればいいことですから。ただし、個人負担は少なくするとい

うのが、こういう世の中になれば基本中の基本でないかと思うのですが、その辺どのよう

に考えて、あくまでもどこまで行っても社会福祉協議会のその距離数によってやっていく

のだということであれば、それはそれで予算ですから結構なことだと、間違いではないの

ですが、そうじゃなくて根本的な考え方はどうなのですかということをお聞きしたい。明

解にお答えいただきたい。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩をいたします。 

午前１１時１２分  休憩 

午前１１時２５分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 大住議員の御質問にお答えいたします。 
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 負担額の考え方でございますけども、考え方といたしましては先ほど言いました有償サ

ービスのそういったもの単価は参考にさせていただいております。 

 今回の２００円から最大１,０００円までの自己負担額を設定させていただいております

が、基本的には一番遠い方、例えば上押帯ですとか奥仙美里、美栄から御利用された方に

ついても上限１,０００円ということで、例えば上押帯方面でいけば全額自己負担でいけば

７,０００円を超える額を御負担いただくことになりますけども、そういったことも踏まえ

て今回１,０００円ということで上限を設定させていただいております。いろいろな考え方

もあろうかと思いますけども、まずはこういった取り組みの中で、いろいろ利用者の方の

考え方ですとかそういったところも今後の施策の参考として、いろいろお聞きする中でま

たこういった検証もしてまいりたいというふうに考えておりますので、どうぞ御理解いた

だければと思います。以上です。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） あまり細かくどうのこうのと言うつもりはさらさらないのですが、

私質問しまして、その前段で篠原議員から質問あって、答弁あって、私質問して、答弁だ

と、その中で地域ごとにどうのこうのと話したら答弁の中で先ほども申しましたように社

会福祉協議会のを参考にしていると。先般の議員協議会でのいただいている資料によりま

すと、行政区割りで一番高いもので今おっしゃっている１,０００円。次に５００円。３０

０円、２００円となっております。こういう行政区で、例えばですが勇足の東３区、東４

区となれば行政区の中でも町に近い方が奥でも近い方がいる。美里別でも同じこと言える

と思うのです。こういうことをして町民の人が紛らわしいことをするのであれば、事コロ

ナ禍において大変な思いをして町民の人が生活しているとなれば、委託会社に委託をする

のですから、委託はしておいて、予算通ったあとに、それで執行の仕方については町長以

下皆さんでキチンと相談をして、私先ほどから言っているように１００円なら１００円均

一にすると一律で、無料なら無料にすると、５００円なら５００円にすると言ったほうが

わかりやすいですし、このコロナ禍においてタイムリーの政策でないかと思うのですが、

その辺の見解はどのように考えておりますか。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） お答えいたします。 

 大住議員おっしゃられる部分も当然あろうかと思います。というのは、わかりやすく利

用者の方にとって単純明快なほうが当然わかりやすいということは、私も理解するところ

でございます。ただ、今回この施策のほうを取り組まさせていただくのは従来のへき地患

者バスですとか町なかで言えば循環バス、それから町有バスの運行も当然継続している中

での改めてこういったタクシー事業を取り入れた形での施策の展開ということにさせてい

ただいております。 

 したがいまして、これまでは逆にそういったタクシーがなかなかこう縁遠いものであっ

た存在をこういった形の中で使うこと、またそうした助成をさせていただくことでの、今
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後における将来的な本別町に安全安心で住んでいただくための、そういった検証も含めた

取り組みというふうに考えているところでございます。 

 したがいまして、当然経済的な町の財源等もございますし、今後そういったものを実際

の利用されている方、実際の利用率、そういったものを当然やはり高すぎて使いづらいだ

とか、あるいは料金の関係、あるいは自治会区割りの関係だとか、またそういったものも

様々なデータも取れるのかなというふうに思っております。 

 そういった形で、十分な完成形ということではありませんけども、まずこういった形の

中で、まずは２月、３月と進めさせていただいた中でまた今後の施策に繋げていきたいと

いうふうに考えておりますので御理解いただければと思います。 

○議長（高橋利勝） 大住議員。 

○６番（大住啓一） 答弁を聞いておりますと、役所独特の御答弁かと思うのですが、既

存の考え方でなくて委託費で地元の企業を頑張ってもらわなきゃならない、これはわかる

のですよ。 

 コロナで不要不急の外出はするなと言われている高齢の方々が５０キロ離れているとこ

ろに住んでいようが、３キロ先に住んでいようが同じ町民の人たちなの。そこに着眼をし

て、予算の執行をしていくというのは当たり前の話であって、これ国のコロナの交付金を

出している主眼はそこにあると思う。ですから、これは委託費として計上しているもので

すから、委託費はこのまま当然通して予算執行してもらって結構なのですが、個々の御負

担をいただく部分については相当これから熟慮していただかなきゃならないと思うのです

が、その旨どのようにお考えなのか、明解にお答えをいただきたい。 

○議長（高橋利勝） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也） 今大住議員おっしゃられましたとおり、当然町内の近場に

住んでいる方、例えば前回説明させていただいた時に、町なかと言われます北１丁目です

とか南１丁目ですとか、そういった方にも２００円御負担いただくことにしてございます。 

 当然この方々の考え方と、あるいは１,０００円上限の考え方、同じ町民の方でありなが

らこういった負担の違いがあるという現実も当然御理解いただけることかと思いますが、

当然そういった受益者の方への公平感の考え方も当然観点としては今後も必要だと思いま

すし、大住議員おっしゃられたようにそういったことに熟慮を重ねてという御助言も、今

後のしっかりそういったものに取り入れて、また政策の企画立案に役立てていきたいとい

うふうに考えております。いずれにしましても、説明させていただいたとおり今回、いま

までの公共交通事業のこれに加えさせていただいた中での社会実験的な要素も含めての取

り組みということで重ねて御理解をいただくようお願いを申し上げるものでございます。

以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１号令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０回）についてを採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号令和２年度本別町一般会計補正予算（第２０回）については、

原案のとおり可決いたしました。 

◎日程第５ 議案第２号 

○議長（高橋利勝） 日程第５ 議案第２号令和２年度本別町介護サービス事業特別会計

補正予算（第１０回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 前佛老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（前佛清治） 議案第２号令和２年度本別町介護サービス事業特別会計

補正予算（第１０回）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、特別養護老人ホーム及び居宅介護支援事業所における新型コロナウイル

ス等による感染予防対策のために必要な経費の増額が主な内容でございます。 

それでは、予算書の１ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３９万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９,６３０万８,０００円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により歳出から御説明させていただきます。 

３ページ、４ページをお開き願います。 

下段の２、歳出ですが、１款介護サービス事業費、１項１目施設介護サービス事業費、

１０節需用費、消耗品費及び医薬材料費２２２万６,０００円の増額補正は、新型コロナウ

イルス等感染症予防対策として、パネルパーテーションセット、消毒液、プラスチック手

袋、感染症対策ガウンセット等を購入するもの、その下段、２項居宅介護サービス事業費、

１目居宅介護支援事業費、１１節役務費、自動車損害保険料７万５,０００円の増額、１７

節備品購入費、車両普通自動車２０５万３,０００円の増額及び２６節公課費、自動車重量

税３万７,０００円の増額補正は、新しい生活様式下での介護予防を行なうため、介護支援

専門員が自宅に訪問し、個々の身体状況等の把握、支援が必要な場合の早期発見及び重症

化予防につなげていくため、訪問用車両１台を購入するものです。 



- 24 - 
 

戻りまして上段の１、歳入ですが、４款繰入金、１項他会計繰入金、１目１節一般会計

繰入金２２７万１,０００円の増額補正は、歳出で説明しました事業執行見込みにより調整

するものであります。 

次の６款諸収入、１項１目１節雑入、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金 ２

１２万円の増額補正は、特別養護老人ホームにおける感染予防対策経費に対し、交付され

るものであります。 

以上、令和２年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１０回）の提案説明と

させていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は歳入歳出一括とします。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） それでは３ページ、４ページお伺いをいたします。 

 歳出のうち１款でございますが、需用費、御説明いただきましたが、消耗品費のうち、

介護材料でございます。１９３万４,０００円がございますが、こちらの中身について、ど

ういうものがあるのか、改めてお伺いをいたします。 

 続きまして、備品購入費の車両でございますが、目的や見込まれる効果については、御

説明いただいて理解してございますが、車両の内容についてお伺いをいたします。 

○議長（高橋利勝） 前佛老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（前佛清治） 梅村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 介護材料１９３万４,０００円の内容につきまして、主なものとして、まず消毒液、手指

用、あと体全体に吹き付けるタイプのもの、あと消毒液のほかにつきましては大きなもの

としてプラスチック手袋、これにつきましては薄手のものと厚手のものということで、こ

ちらがかなり大きな金額割合となっております。 

 あと、加湿対策ということでバスタオルの購入。あと、加湿器の今保管してあります、

使用しています加湿器のフィルター等々使うものとなっております。あとにつきましては、

マスクの購入が主なもの、あともう１つ、ペーパータオルということで予定しております。

以上です。 

○議長（高橋利勝） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美） 私のほうからは２点目の備品購入費、車の内容についてお

答えをしたいと思います。 

 一応、これは介護支援専門員が家庭訪問をすることを目的として使う車ということで１,

０００ｃｃの四輪駆動車を考えています。以上です。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行ないます。 



- 25 - 
 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２号令和２年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１０回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２号令和２年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１０

回）については、原案のとおり可決されました。 

◎日程第６ 議案第３号 

○議長（高橋利勝） 日程第６ 議案第３号令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第１１回）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸） 議案第３号令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正

予算（第１１回）について、提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正につきましては、収益的収支では、人事異動等に伴います人件費の調整及び

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業による外来救急処置室の改修が主

な内容となっております。 

 また、資本的収支では病院電話交換機設備更新工事の額の確定と新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金事業による感染対策用備品の追加購入及び事業費確定に伴う

調整が主な内容となっております。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 第２条の収益的収入及び支出でありますが、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の

予定額を次のとおり補正するもので、収入の第１款病院事業収益、第２項医業外収益を９

９１万１,０００円増額し、収益の合計を１１億２,２１６万１,０００円とするものであり

ます。 

支出では、第１款病院事業費用、第１項医業費用を１,０２８万８,０００円増額し、費

用の合計を１２億６,７２８万３,０００円とするものであります。 

第３条の資本的収入及び支出でありますが、予算第４条本文かっこ書き中、４，１２４

万１千円を、３，９７１万５千円に、３，８１３万５千円を、３，７０２万１千円に、３

１０万６千円を、２６９万４千円にそれぞれ改め、資本的収入及び支出の予定額を次のと

おり補正するもので、収入の第１款資本的収入を４５０万９,０００円増額し、１億２,２

０１万４,０００円とするものであります。 
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支出では第１款資本的支出を２９８万３,０００円増額し、１億６,１７２万９,０００円

とするものであります。 

次、１ページ下段から２ページにかけてですが、第４条、企業債については、予算第７

条に定めた起債の限度額を次のように改めるもので、起債の目的、病院施設設備等改修事

業、限度額１,４００万円を、事業費の確定により１,２５０万円に変更するものでありま

す。起債の方法、利率、償還の方法については変更がございません。 

 第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でありますが、職員給与

費を１４万６,０００円増額し、８億２,３３０万６,０００円とするものであります。 

第６条、他会計からの補助金は、退職手当組合事前納付金を１万８,０００円増額し、６

３３万８,０００円に、基礎年金拠出金公的負担経費を２万６,０００円増額し、１,７３０

万８,０００円にそれぞれ改め、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業経

費を９８６万７,０００円とするものです。 

 次に、５ページ、６ページをお開きください。 

補正予算説明書でありますが、上段をごらんください。 

収益的収入及び支出の収入では、１款病院事業収益、２項医業外収益、２目他会計補助

金、１節一般会計補助金９９１万１,０００円の増額補正につきましては、人事異動等によ

る給料、手当等の変更及び外来救急処置室改修による、一般会計からの繰入金の変更でご

ざいます。 

次に、下段をごらんください。 

支出でありますが、１款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費１４万６,０００円の

増額補正につきましては、人事異動等に伴う給与費の調整を図ったものであります。内訳

は９ページ以降に給与費明細書を添付しておりますので、説明は省略させていただきます。 

 下段、３目経費、１１節修繕費１,０１４万２,０００円の増額は医師住宅改修２７万５,

０００円と外来救急処置室に発熱外来対応のためトイレ、点滴処置室、隔離待合室を設置

するため９８６万７,０００円を計上するものです。 

次に、７ページ、８ページをお開きください。 

下段、資本的収支の支出から御説明いたします。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目病院施設改修工事費１０１万２,０００円の減額

は額の確定による調整。３目固定資産購入費３９９万５,０００円の増額は、主に新型コロ

ナウイルス感染対策として備品を整備するもので、検体ラベルプリンター１台１４万７,０

００円、ストレッチャー２台６３万１,０００円、医療用キャビネット３台６２万３,００

０円でいずれも発熱外来用として整備するものです。 

その下、オンライン資格確認システム一式２００万円は、現在国が導入を進めているマ

イナンバーカードを活用した患者の確認システム導入に係る連携端末等を整備するもので

す。その下、安全キャビネット１台１２４万８,０００円は新型コロナウイルス感染症の検

査用に整備をするものです。 
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戻りまして上段、収入ですが、１款資本的収入、１項企業債１５０万円の減、２項出資

金、１目他会計出資金１５０万円の減は事業費確定に伴い調整を図ったものです。３項負

担金、１目他会計負担金５５０万９,０００円の増は新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を充当して新たに実施する備品の整備と、整備済事業の額の確定に伴う調整、

８項国庫補助金２００万円は、支出で御説明しましたオンライン資格確認システム導入に

伴う国からの補助金を受け入れるものです。 

 以上、令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１１回）の説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

 質疑は収益的収入及び支出、資本的収入及び支出等一括とします。 

 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） ８ページの資本的支出の中で、備品購入の関係でオンライン資格

確認システム一式２００万円ということで説明がありました。 

 説明によると、国のマイナンバーカード活用を目指すということでメモをしました。具

体的にどういう使われ方をしているのか、それから最近はあまりマイナンバーカードの本

町における普及率というのは聞いていないのですけども、あまり普及していないのではな

いかなと思うのですが、これの活用というか、それの意義というかその辺についてもう少

しわかりやすく説明をお願いしたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 暫時休憩します。 

午前１１時５１分  休憩 

午前１１時５４分  再開 

○議長（高橋利勝） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸） 今回導入いたしますオンライン資格確認システムということ

でございますが、まず国のほうでマイナンバーカードの普及を目指している部分もあるの

でしょうけれども、まずは顔の認証付きカードリーダー、こちらを町が申し込めば国のほ

うからこれは無償で提供されることになります。 

 そして、その提供を受けまして、病院のほうでは電子カルテシステムと連携したハード

ウェア等の整備、こちらにつきましては本日補正計上させていただきました歳出２００万

円、それに対しては国の補助金が２００万円入るということで国民健康保険等の情報が速

やかに入手できる、あと社会保険から国保等の保険の変更があった場合にも、速やかにそ

ういった確認ができるというようなメリットがあるということでございます。 

○議長（高橋利勝） 阿保議員。 

○１０番（阿保静夫） 非常に内容が煩雑、難しくてよくわからないのですが、私自身で

言うと国民健康保険証しか持っていないし、マイナンバーの関係は通知書しか持っていな

いのですけども、これからはそのマイナンバーカードがないと医療を受けるのに受けづら
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くなるというか、医療現場のほうが事務的に困るとかっていう趣旨になっていくことなの

ですか。 

 この機械に合わせるために我々全員マイナンバーカードを持たないと、医療を受ける時

にそれが活用されないとかっていう意味なのか。それとも、それあったほうが今の説明だ

とスピーディーに事務作業ができるということだけであれば、今までどおりのマイナンバ

ーカード持たない患者に対しても一定の事務はできるという解釈でよろしいのか、そこだ

け伺いたいと思います。 

○議長（高橋利勝） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸） 病院といたしましては、マイナンバーカードを当然持ってお

られない方もおられます。ですから、今までどおりの対応、そしてマイナンバーカードを

持ってこられて新たな制度にのった受付等の病院の診療、両方対応できるようにしてまい

ります。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

 梅村議員。 

○３番（梅村智秀） ５ページ、６ページでございます。 

 収益的収入及び支出の部分、支出のうち１１節修繕費、院内外補修で２７万５,０００円、

医師住宅の改修ということで御説明ございましたが、この内容についてお伺いをいたしま

す。 

○議長（高橋利勝） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸） 今回の院内外補修の医師住宅改修２７万５,０００円でござい

ますが、こちらにつきましては今月退職される医師の住宅、そして新たに採用になりまし

た医師ということで、入居者が変更になりますのでその住宅の改修でございまして、中身

的には網戸、建具の改修と畳の表替え、また水回り等の改修等を実施する、それが２７万

５,０００円でございます。 

○議長（高橋利勝） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 これから、議案第３号令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１１回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（高橋利勝） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号令和２年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１１

回）については、原案のとおり可決されました。 

◎日程第７ 同意第１号 

○議長（高橋利勝） 日程第７ 同意第１号固定資産評価委員選任について同意を求める

件を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 髙橋町長、御登壇ください。 

○町長（髙橋正夫）〔登壇〕 同意第１号固定資産評価員選任について同意を求める件につ

きましての提案理由の説明を申し上げます。 

 本別町固定資産評価員につきまして、中川郡本別町○○○○○○○にお住まいの本町住

民課長であります、花房永実さんを適任と判断し、選任いたしたく、地方税法第４０４条

第２項の規定によって、議会の同意を求めるため提案をさせていただきます。 

 御同意いただきますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきま

す。 

○議長（高橋利勝） これから質疑を行ないます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（高橋利勝） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから同意第１号固定資産評価員選任について同意を求める件を採決します。 

 この採決は起立によって行ないます。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（高橋利勝） 起立者１１人。 

 よって、起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、同意第１号固定資産評価員選任について同意を求める件は、全会一致で同

意することに決定いたしました。 

◎閉会宣告 

○議長（高橋利勝） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 令和３年第１回本別町議会臨時会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

閉会宣告（午後 ０時 １分） 
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